












う行動と環境の関係を記述したものである (杉山 ・島宗 ・佐藤・マロ ット・マロ ット.1998: 




























( モ吋 J ~ 直後 1 f 行動 ~_..l 伽) J 
→ ト ーを叫んf 直後 1 




























































































裳*鴎伴性 (f/ I以下の記長毒事1]、つまり仔勤しない場合の環境変化は省略可能): 
好子出現による強化: 一(B)・ / 一( )ー
嫌子出現による弱化: 一(B)x /一( )一
好子消失による弱化 : ・(B)ー /ー( )ー




・(B)・ / ・( )・
行動しでも行動しなくても好子が同じ頻度で出現している状態。
X (B) X / X ( ) X 
行動しでも行動しなくても嫌子が出現している状態
阻止の随伴'陸{必要に応じ玄2行支表現L
嫌子出現阻止による強化: 一() X / ー(B)ー
好子消失阻止による強化: . ( )一 / .(B)・
好子出現阻止による弱化: 一( )・ /ー(B)ー
























































































.Workers do not work on Monday morning bccause of the pay they wil receivc at the end of the wcck; 
they work bccause a supervisor wil discharge them if they do not Gnder most incentive systcms. 

































































































* 4 ペン図による集合の1fJ:なり 自体は、集合の稜類がいくつあっても平而上で表現可能であることが数学的
に証明されているが、 f数学セミナーJ(1992.4月号.p.79参照)、視覚的には複雑で分かりにくい。
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制を泉:たしている。最近でも.r板線径路 ・等至性モデル (TEM)J(サ トウ.2∞9)、あるいは、
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